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まつナビ・プロジェクト(ＭＮＰ) 

本校では、３年前から松浦市との協働教育活動「まつナビ」に取 

り組んでいます。これは、生徒たちが各班に分かれて、松浦市が抱 

える様々な課題について、松浦市職員と本校職員とともに、調査・ 

研究を行い、課題の改善に向けての提言を行うというものです。 

その「まつナビ」が、本年度から文部科学省の研究指定を受け、 

1従来２年生だけで行っていたものを１年生と３年生にも拡大した 

「まつナビ・プロジェクト」にバージョンアップしました。現在、 

連携機関からの助言を生かしながら、各学年で取組を進めています。 

 

６月 16 日（火）には、学年ごとに「まつナビ・プロジェクト」の取 

組が行われました。１年生は松浦市政策企画課の方の講義を聞いて、 

1    「人口」「産業」「社会保障」「教育」「行政」の５分野における松浦市 

の現状と課題について学びました。２年生は７月の「まつナビ」中間発 

表に向けて、班ごとに発表する内容を検討しました。３年生の就職希望 

者は、松浦市内企業バスツアーで、日本や世界で活躍する地元企業の活 

動について学びました。バスツアーに参加した本山健斗さん（３年 吉井中学校出身）は「松浦市に東京ドー 

ムの屋根や新幹線の車輪部分を作っている企業があることを知り、すごいと思った」と語りました。 

  

                   ７月８日（水）には、２年生の「まつナビ」中間発表が行われました。 

これまで班ごとに検討してきた地域課題テーマ・到達目標・今後の活動 

内容などをパワーポイントや自作のフリップなどを活用して発表しまし 

た。７月 30 日（木）には「まつナビ」フィールドワークが行われ、班ご 

とに関係施設の訪問や業務の見学・体験、インタビューなどを通して、 

今後の研究に関わる様々な情報の収集に努めました。松浦の農業につい 

1て研究している２班のサブリーダ 

ー・奥田和純さん（２年 今福中学校出身）は「松浦の農業について 

よく知らなかったが、実際に農家を訪問してみると、多くの若い方々 

が農業に携わり、ドローンなどの最新技術も導入されていて、とても 

活気があることがわかった。これからの松浦の農業をもっと活性化さ 

せるために、こうした松浦の農業の実態を若い世代に向けて発信して 

いかなければならないと思った」と語りました。 

 

今後、１年生は松浦市内バスツアーなどを通して、松浦の歴史・文化・産業などをより深く学びます。２年

生は、10 月に行われる松鵬祭（文化祭）で取組の途中経過を発表します。３年生は「まつナビ」を通して学

んだことを生かして、進路実現に向けて努力していきます。松高生一同、「まつナビ・プロジェクト」の取組

を通して、松浦を愛する気持ちを高めていきます。 

～ 全学年で、３年間を通して取り組んでいきます ～ 

６月の取り組み 

「まつナビ」中間発表・フィールドワーク（２年） 

今後の取り組み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月のおもな行事 

９月 ２日（水） 松鵬祭（体育祭）総練習 

３日（木） 振替休日（9/5 分） 

４日（金） 松鵬祭（体育祭）準備 

５日（土） 松鵬祭（体育祭） 

６日（日） 全商英語検定試験 

７日（月） 松鵬祭（体育祭）予備日 

特別時間割（～9/30）、③補習再開 

111 日（金） ②③内科検診（2-1 以外） 

114 日（月） ①②補習再開 

115 日（火）  第３回専門委員会 

1117 日（木） ②教育懇談会（教員志望者対象） 
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９月 119 日（土）  ③進研マーク模試（～9/15） 

1                                  1③看護・医療模試、①②土曜補習 

20 日（日） ノー部活動デー 

    24 日（木）  悩みの調査 

25 日（金） 考査時間割発表、職員室入室禁止 

       ③補習中断 

 26 日（土） ①②③土曜補習 

27 日（日） 全商情報処理検定試験 

             English スピーチコンテスト 

28 日（月） ①②早朝補習中断 

 

注）①は１年、②は２年、③は３年 

「松高に思う vol.4」   ふるさとの 匠のことば 胸にとめ 思いつなげる ＭＮＰ 

 平成２４年４月に、それまでの『まつかぜ』を学校通信『風薫る丘』に改名し、今号で 100 号を迎える

ことができました。今後も、松高生の姿をお伝えしていきたいと思います。 

２年生「まつナビ」中間発表では、身近なもの（こと）から課題を見つけ出し、班内で考察を加え、課

題の解決に向けた具体的なアイデアを提示できた班もありました。 

フィールドワークでは、地域の方々にインタビューするなどし、「研究活動の難しさ」と「地元の方々の

優しさ」を感じているようでした。自分たちの構想をどのようにして形にしていくか、悪戦苦闘は続きま

す。その学びこそ、ＭＮＰ（まつナビ・プロジェクト）だと私は思います。  （校長 小野下和宏） 

 

夏期学習会 

平和学習 

～ 仲間の頑張る姿に刺激を受けながら、連日長時間の学習に取り組みました ～ 

８月２日（日）から８月６日（木）までの５日間、夏期学習会が行わ 

れ、３年生 23 名が参加しました。例年、校外の施設を利用して実施して 

いた学習合宿を、本年度は宿泊を伴わない校内での学習会として行うこ 

とになりましたが、参加した生徒 

たちは仲間の姿に刺激を受けなが 

ら、連日長時間の学習に取り組み、 

受験に打ち勝つ力を身につけるため、頑張りました。 

 菊川奈々さん（志佐中学校出身）は「初めは１日 12 時間も勉強でき 

るか不安でしたが、皆と一緒だったので、頑張ることができました。分

からないところを先生に質問することの大切さにも気づき、とても充実した学習会でした」と語りました。 

 このように松高生は夢を叶えるために夏休みも全力を尽くしています。 

 
～ 「長崎原爆の日」に、松高生一同、平和の尊さを心に刻みました ～ 

 ８月９日（日）、平和学習が行われました。生徒たちは各教室でワークシ

ートを使って、被爆の実相や核をめぐる世界情勢などについて学習した

後、生徒会長の深見純矢さん（２年 志佐中学校出身）による平和宣言を

校内放送で聴き、原爆投下時刻の 11 時２分に全員で黙祷を捧げました。

迎希美さん（２年 今福中学校出身）は「唯一の被爆国に生きる一人の人

間として、できることに取り組んでいきたい」と語りました。 

松高生一同、原爆や戦争の悲惨さと平和の尊さを心に刻むことができまし

た。 

                 

たくみ 



 


